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ササクレヒトヨタケの空調施設栽培

商品性の高い新しいきのこのとして，ササクレヒトヨタケ安定生産技術の開発に

取り組んでいます．
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●はじめに 

近年，ニホンジカの分布拡大や個体数増加にとも

ない，スギ・ヒノキの植栽苗木の食害だけでなく成

木の剥皮害が増加しています．立木が剥皮されると

その部分から木材腐朽菌が侵入して材部の変色や腐

朽を引き起こし，被害が森林全体に及ぶと林業経営

に支障をきたすこともあります． 

剥皮害は，オスジカによる角こすり痕から被害が

拡大する場合と根張り部の剥皮が樹幹上部へ拡大す

る場合の2種類に分けられます．三重県では後者の

被害が大部分を占めていることから，根張り部を含

めて樹幹下部を長さ 1ｍの伸縮性ポリエチレンネッ

ト（以下，伸縮性ＰＥネット）で覆うことで被害を

抑制できることが明らかとなっています．今回は，

伸縮性ＰＥネットの使用量を 50％減少させること

でさらなる低コスト化が可能かどうか検証しました．

また，根張りから樹幹への剥皮の上方拡大を抑止す

るため，ポリ乳酸テープを根張りの上部へ巻き付け

る方法についても併せて検証しました． 

 

●調査方法 

 2014年4月に津市美杉町石名原のヒノキ林におい

て，伸縮性ＰＥネット（商品名：サプリガードSL-20L，

大一工業株式会社）を長さ 0.5ｍに切断し，根張り

部を含めて樹幹下部に設置しました．なお，伸縮性

ＰＥネットはポリプロピレン製の結束バンド3本で

取り付け，ステープル針で根張りに固定しています．

一方，ポリ乳酸テープ（商品名：リンロンテープ，

東工コーセン株式会社）は根張りの上部で2周だけ

樹幹に巻き付けるように設置しました．その後，2017

年 11 月まで定期的に新たな剥皮害の発生状況を剥

皮のタイプ（樹幹の剥皮，根張りの剥皮，根張りと

樹幹の剥皮）別に調査しました． 

 

●結果と考察 

 設置 43 ヶ月後における剥皮タイプ別の本数被害

率を図-1に示します．角こすりによる樹幹のみの剥

皮は，伸縮性ＰＥネット，ポリ乳酸テープ，無処理

のいずれの処理においても発生は確認されませんで

した．根張りのみの剥皮は，全ての処理において確

認され，本数被害率は伸縮性ＰＥネットで 27.3％，

ポリ乳酸テープで50.0％，無処理で39.5％でした．

根張りから樹幹にかけての剥皮は，伸縮性ＰＥネッ 

 

 

 

 

 

トで発生は無く，ポリ乳酸テープで 2.4％，無処理

で18.4％でした．したがって，伸縮性ＰＥネット（写

真-1），ポリ乳酸テープを設置することで，根張りを

剥皮されたとしても樹幹へ被害が拡大することを抑

制できることが明らかとなりました．なお，立木 1

本あたりに使用した資材の価格は，伸縮性ＰＥネッ

トで約110円，ポリ乳酸テープで約10円です． 

（林産研究課 福本浩士） 

 

 

 

低コストでシカの剥皮害を軽減する 
 

写真-1. 低コスト型伸縮性ＰＥネットの設置による    

剥皮害の樹幹部への拡大抑制状況 

図-1. 設置 43ヶ月後における剥皮害の発生状況 

－4－ 





－ 6－

●平成29年度三重県林業研究所の一般公開を行いました

平成29年12月9日，三重県林業研究所では日頃の研究成果や施設の概要を広く県民のみなさまに知って

いただくため，一般公開を行いました．

当日は天気も良く，朝早くから多くの方々にご来場いただきました．林業研究所の研究成果を紹介するパネ

ルなどの展示のほか，研究所内で採取した材料でつくるクリスマスオーナメントづくり，三重県産材を使った

木のパズルづくり，ヒラタケの原木栽培を楽しむきのこの植菌体験，丸太を1㎏の重さに切る丸太切り大会な

ど，来場された方々に楽しんでいただける催しを行いました．

また，みえ森づくりサポートセンターのご協力により，ミエトイ・キャラバンが展開され，ヒノキのボール

プールや木製遊具など三重の木を使った木育体験をしていただき，屋外では木育バスの展示を行いました．さ

らに，芝生広場では木片を投げて的に当てる北欧生まれの「クッブ」というスポーツを体験していただいたり，

林業研究所で考案した遠隔監視・操作で捕獲可能な低コスト捕獲システムの実演展示を行いました．

林業研究所があることは知っていたけれど，構内を訪れたことがないという方も，一般公開を機に足を運ん

でいただくことができました．構内の樹木図鑑園などは，平日の8：30から17：00であればいつでも見学し

ていただくことができますので，お気軽にご来所ください．

� （企画調整課 中山伸吾）

ニ ュ ー ス

研究成果の紹介

低コスト捕獲システムの実演展示

きのこの植菌体験

クッブの体験
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ササクレヒトヨタケ人工栽培技術の開発

ササクレヒトヨタケはコプリーヌという商品名で流通している白色のきのこで，風味，歯ごたえが良く生産

量が限られていることから，他の栽培きのこと比べて高値で取り引きされています．しかしながら，オガ粉で

の栽培が難しく，また，商品の日持ちが短いことから流通量が極めて少ないきのこです．そこで，林業研究所

では県内で採取したササクレヒトヨタケ野生菌株を用いて様々な栽培方法を検討しています．

� （林産研究課 西井孝文）

ササクレヒトヨタケ野生菌株

空調埋込栽培

きのこ生産者施設における栽培試験

空調ビン栽培

野外埋込栽培


